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論文審査の要旨

肝癌に対する肝動脈化学塞栓療法（TACE ）で用いられるリピオドール・抗癌剤水溶液

エマルションは，これまで、その粘度や性質が十分で、はなかった。本研究では、膜乳化デ

バイスで作成した新規エマルションを用いたウサギ肝腫蕩モデ、ルへの TACE における抗

腫療効果、薬物動態を従来法と比較検討された。 48 羽の家兎を用いて腫蕩移植 2 週間後

に TACE を行った。 TACE48 時間後に犠牲死させ，腫蕩内の抗癌剤濃度、病理学的検討

を行った。血清エヒ。ルピ、シン濃度の AUC 値および C-max はデバイス群が従来法群に比

較して有意に低く，一方，腫場内エヒ。ルピシン濃度はデ、パイス群が従来法群に比して有

意に高かった。腫蕩壊死率はデ、パイス群 62% 、従来法群 51% とデバイス群で有意に高か

った。以上から、膜乳化デ、パイスによって良好な腫蕩内薬物濃度、高い腫蕩壊死率が得

られることが示された。

公聴会では、腫蕩サイズ，動物生存率など，他の抗腫蕩効果に関する検討，デバイス

普及に関する課題，展望などについて質問が為されたが、的確な考察のもとに適切に回

答された。

以上より、本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに画像診断・低侵襲治療学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。

令和元年 11 月 12 日

学位審査委員長

消化器機能制御医学

教授 庄雅之

学位審査委員

分子腫療病理学

教授 園安弘基

学位審査委員（指導教員）

画像診断・低侵襲治療学

准教授 田中利洋


	content_ページ_03
	content_ページ_04
	content_ページ_05
	content_ページ_06
	content_ページ_07
	content_ページ_08
	content_ページ_09
	content_ページ_10
	content_ページ_11

